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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は、農林業上極めて重要な植物病原菌の亙群であるさび菌に関しヨ今日まで断片的な研究

にとどまっていた同菌のさび胞子世代についてヨおもに日本産さび菌類を供試し詳細な研究を行な

い事その結果ヨさび胞子の表面構造およびさび胞子堆の形態を明らかにし雪さらに曾両者の関連性

を考察した。また事さび胞子世代を有するとされていた日本産同種寄生性さび菌および不完全さび

菌類のさび胞子の機能および生活環を明らかにしラ新たにさび菌類の一生活環として分生子世代生

活環の呼称を提唱したものである。

　その概要は次の通りである。

　五）　さび胞子の表面構造

　30属72種のさび菌さび胞子の表面構造を走査型電子顕微鏡により観察の結果雪さび胞子は表面に

種々の形状の突起を有しており骨またラさび胞子表面構造は種内では安定した形質であることを明

らかにした。さび胞子の表面構造をその突起の形状により8型（いぼ型穿細刺型ヨ釘頭型ヲ刺型害

王冠型事管型ラ環紋型雪網目型）に類別した。これらのうち細刺型と管型は本研究で初めて明らか

にした胞子表面構造である。環紋型では平滑部ラ擬平滑部および突起癒着部が頻繁に観察されてい

る。また害同一胞子表面に2～3型の突起を有する種の存在を明らかにした。これらさび胞子表面
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構造型は一般に属毎に一定しており、近縁の属は同型のさび胞子表面構造を有する。

　2）　さび胞子堆の形態

　さび胞子堆は従来形態および寄主植物によって5型に類別されていたが雪本研究では31属74種

のさび胞子堆の形態について詳細な研究の結果。さび胞子堆を新たに14型（ペリダーミウムIヨ

亙I、㎜型ヨロエステリア型ヨエシディウム型、ケオマI雪n。皿且、WヨVヨVI型雪ウレシウム亙，

亙I雪玉I哩）に類別した。これらのうちヨペリダーミウム型はヨさび胞子の表面構造，発芽孔の有無ヨ

子実層の寄主組織内での形成位置および護膜の層数により3型に，ケオマ型は周辺糸状体ヨ痕跡的

一護膜細胞、介在細胞および胞子形成細胞の有無ならびに子実層の形状により6型にヨウレシウム型

は護膜および周辺糸状体の有無によって3型にそれぞれ類別した。これらの結果に基いてヨ形態に

よるさび胞子堆型の検索表を作成した。さらに、さび胞子堆型とさび菌属との問には相関々係を示

す場合が多くヨ近縁の属は同型のさび胞子堆を有する例が多いことを明らかにした。

　一方，さび胞子堆型とさび胞子表面構造型との間には一定の対応関係がみられ害ペリダーミウム

型は環紋型官ロエステリア型は王冠型ヨケオマV型は細刺型、ケオマV亙型は網目型でそれぞれ特徴

づけられる。エシディウム型ヲケオマIうII型はいぼ型ヨケオマII玉型，ウレシウムIラIIヨII亙型に

は刺型のさび胞子表面構造が対応していることを明らかにした。またラさび胞子堆の形態およびさ

び胞子表面構造よりさび胞子堆型間の類縁関係を推測した。その結果ラペリダーミウムI，エシディ

ウムおよびロエステリア型のさび胞子堆の基本的構造はよく類似しておりヨペリダーミウムI，I亙ラ

玉n型は互いに近縁であり、ペリダーミウムn型とケオマI型は密接な関係を有する。ウレシウムH

型とウレシウムI亙玉型とは近縁であるが害これらはウレシウム亙型との類縁関係は弱い。介在細胞を

欠くケオマIV型とケオマV型とは互いに類縁関係を有すると推測されるが害これら2型はその他の

型とは著しく類縁を異する。さらに官半球形の子実層を有するケオマVI型は特異的であるが、エシ

ディム型とは弱い類縁関係を有すると推測した。

　これらの知見よりヨさび胞子堆の形態はサビキン目の属およびその類縁関係を反映しておりヨ今

後のさび菌の分類学的研究に大きな問題を提示した。

　3）同種寄生性さび菌類の生活環

　さび菌類の生活環には長世代型、半世代型ヨ短世代型が認められている。従来半世代型生活環を

有するとされていた同種寄生性さび菌5種および不完全さび菌類に属するん0励舳属菌2種につい

て接種試験および細胞学的研究を行ない生活環を検討した。その結果、研o榊μ∫θη伽0〃ラ肋66〃0一

∫肋舳〃∫6肋庇αは半世代型生活環を有していることを確認しヨ肋66〃α伽o肋αはエシディウ

ム型冬胞子および冬胞子よりなる短世代型生活環を有し，また曾肋60加加伽肋α舳はエシディウム

型夏胞子を有する長世代種ラX舳oゐ肋㈱鮒ろo舳肋∫はケオマ型夏胞子を有する長世代型であるこ

とを新たに明らかにした。これらの結果より半世代型とされていた同種寄生性さび菌の鎖生胞子に

はラさび胞子の他に種によって夏胞子または冬胞子の機能を傭えたものがあることを明確にした。

このように同一形態を示す胞子が機能的に異なることを明らかにしたことよりラさび菌類の生活環

は多様であると結論した。
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　他方ヨん0励〃榊プ肋助タo妙刎∫およびλ．クo〃肋脇はエシディウム型夏胞子のみで生活環を経

過することを新たに明らかにした。ヒれら両種とも木本植物に寄生し，夏胞子堆あるいは寄主組織

内菌糸体で越冬することより，冬胞子を形成せずに生存可能なさび菌であると考えられる。本研究

結果より夏胞子世代のみよりなる生活環を冬胞子世代を有する生活環と区別するため分生子世代型

生活環と呼ぶことを新たに提唱した。

審　　査　　の　　要　　旨

　さび菌類のさび胞子世代に関する研究は今日まで断片的な研究にとどまり，さび菌類全般にわた

る比較形態学的研究は皆無に等しい。

　著者はヨさび胞子世代についてラおもに日本産さび菌類を供試しさび胞子の表面構造を走査型電

子顕微鏡により詳細に観察しラさび胞子表面構造をその突起の形状より8型に類別した。さらに、

さび胞子表面構造型は一般に属毎に一定しておりラ近縁の属は同型のさび胞子表面構造を有するこ

とを明らかにした。

　さび胞子堆は従来形態および寄主植物によって5型に類別されていたが，さび胞子堆の詳細な形

態学的検討の結果さび胞子堆を14型に新たに類別し検索表を作成した。

　これらの研究結果はうさび胞子堆の形態はサビキン目の属およびその類縁関係を反映しておりう

さび胞子堆型の分類学的意義をより明確にすることが出来，さび胞子堆型に基くより正確なさび胞

子世代の形態属を設立することの可能性を示し，今後のさび菌の分類学的研究に大きな意義をもつ

ものである。

　一方。同種寄生性さび菌類の胞子世代および生活環はラ従来おもに乾燥標本に基づく形態学的研

究により行なわれて来たが，本研究においてはさらに接種試験および細胞学的研究を加え、供試さ

び菌7種について生活環の検討を行なった。その結果ラ半世代梨とされていた同種寄生性さび菌の

鎖生胞子には、さび胞子の他に種類によって夏胞子または冬胞子の機能を傭えた胞子が存在するこ

とが明確となった。このことは、同種寄生性さび菌類の鎖生胞子は必ずしもさび胞子とは限らず形

態的には同一の胞子でも異なった機能を有することを明らかにした。また，夏胞子世代のみよりな

る生活環型を冬胞子世代を有する生活環型と区別するため新しく分生子世代型生活環と呼ぶことを

提唱した。

　これらの研究結果はヨ現在までおもに乾燥標本にもとづいて行なわれて来た研究に対しヨ生きた

新鮮な材料を供試しラ接種試験および細胞学的研究の結果始めて得られたもので，この分野におけ

る新しい進歩で高く評価される。

　これら一連の研究はヨ著者のすぐれた着想と細密な研究遂行によるもので高く評価される。今後

の研究にも多くの示唆を与えることは事実であり雪これらの知見はラ植物病理学の基礎的分野とし

て注目すべきものでありラそれらへの貢献は大きく高く評価される。
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よって曾著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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